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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所
事業計画書

委員会名:	長岡の未来特別委員会
委員長名:	佐藤直樹
事業名:		7月担当公開例会 未来を創造する力～長岡の未来CMコンテスト2014～
文書名:		長岡の未来特別委員会7月公開例会(修正)ス協6
文書作成者:	池田治
作成日:		平成26年06月27日	
室長確認日:	平成26年06月29日

【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
私たち一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡JC」とする）は地域に根差した団体としてより一層まちの発展を考えるとき、過去に幾度となく復興を遂げた時代に生きた長岡人の気概を未来への道しるべとして歩んでまいりました。これからも、私たちは長岡の未来を担う世代として、率先して世代性別を問わず市民を巻き込み、共に長岡の発展に向けて歩み続けることが必要とされます。

2. 事業目的(対外)
例会を通じて市民一人ひとりが長岡人の気概を意識し、幾度となく復興を遂げた時代から、未来へ向けて長岡の姿を創造していく為に、まちに想いと関心を持ち行動できる、当事者意識の向上を目的とします。

  3.事業目的(対内)
例会を通じて市民一人ひとりが長岡人の気概を意識し、幾度となく復興を遂げた時代から、未来へ向けて長岡の姿を創造していく為に、地域のリーダーとして、ど真ん中に立って市民と共に行動できる人財の育成を目的とします。

4.事業の対象者
(1)対外対象者:
長岡市民、長岡に関心のある方
(2)対内対象者:
　　長岡JCメンバー

【事業概要】

1. 実施日時
(1)実施日:	平成26年07月15日(火)
(2)実施時間:	19:00～20:50
(3)設営時間:	15:00～21:30

2. 実施会場
長岡リリックホール（新潟県長岡市千秋3丁目1356−6）
　　
3. 参加員数計画並びに参加推進方法
(1)対外対象者
　　①作品応募対象者
　　　長岡市民、長岡に関心のある方
　　②授賞式参加対象者
一般・応募者含む　280人

(2)対内対象者
長岡JCメンバー160人（平成26年04月23日現在）

(3)参加推進方法
　　・募集映像を使用し、メディア、SNS、YOUTUBE、アオーレビジョンなどを利用した
募集をします。
　　・応募用ポスターを作成し、ポスター配布リストを中心に、広く募集をします。
　　・各種団体に協力を要請します。（各種団体リスト）
　　・長岡市教育委員会を通じて学校と連携します。（小中学校リスト・高等学校リスト）
　　・長岡JCホームページで告知を致します。
　　・プレスリリースを行います。プレスリリース（事前説明会）、プレスリリース（例会）

4. 外部協力者(協力種別)
協　　力：長岡市
宣伝協力：各新聞社、テレビ局各社
審査協力：実施内容に記載各位



5. 引用著作物の有無
なし

6. 実施組織
(1)組織図
＜事前準備＞
			項目
	担当者

	統括責任者
	佐藤直樹委員長

	チーフ
	池田治副委員長

	サブチーフ
	松本光央

	全般補佐、出欠取り纏め
	青柳恵介運営幹事

	会計
	野上修佑会計幹事

	会場
	〇岸竜二

	シナリオ作成
	〇八木野寿人副委員長、松本光央、板山正樹

	広報
	〇吉田巌、光野和宏、高田光、水澤元博、

	映像作成
	〇六車慎一郎、野上修佑会計幹事

	応募作品取り纏め
	〇鄭ダウン、伊丹正和、大川俊泰、渡部総一郎、

	事前説明会（PPT）
	〇松本光央、北澤晃、野村紘二、全委員会メンバー

	備品
	八木野寿人副委員長、○野上修佑会計幹事



＜例会当日＞　
			項目
	担当者

	統括責任者
	佐藤直樹委員長

	チーフ
	池田治副委員長

	サブチーフ
	松本光央

	全般補佐、出欠取り纏め
	青柳恵介運営幹事

	受付
	〇青柳恵介運営幹事、野上修佑会計幹事

	例会設営
	〇八木野寿人副委員長、光野和宏、高田光、水澤元博

	司会
	〇池田治副委員長、鄭ダウン

	映像、上映
	〇岸竜二、板山正樹

	来賓（審査員）対応
	スタッフ、〇六車慎一郎、伊丹正和、大川俊泰　　　　渡部総一郎

	会場準備、展示
	〇吉田巌、北澤晃、野村紘二、全委員会メンバー

	備品
	八木野寿人副委員長、○野上修佑会計幹事


　〇リーダー
7. 事業内容(目的達成のための手法説明)
(1)実施内容
　【概　　　要】
募集作品は映像部門15秒バージョン、60秒バージョンとポスター部門とします。
応募については例会の趣旨を理解していただいた上で、長岡のPRに繋がる作品を募
集します。長岡市民、長岡に関心のある方と同様に長岡JCメンバーの皆様にも作品を作成、応募いただき、まちに対する想いを共有していただきます。例会当日の授賞式参加の際に、まちに関心を持つ市民と共に優秀作品に触れていただきます。

【募集する作品について】
　　〇募集課題：主催者側から出されたテーマに沿って、市内外にPRできる作品を制作します。作品部門は①映像15秒バージョン②映像60秒バージョン③ポスターとします。これまでに未発表の作品が対象です。

〇テーマ：新潟県中越地震から10年、そしてこれからの未来を描こう！
　〇作品部門：①映像15秒バージョン（最終選考　  9作品）
　　　　　　　　②映像60秒バージョン（最終選考　  9作品）
　　　　　　　　③ポスター部門　　　　(最終選考    9作品）

　【募集開始】
　　日　　　時：平成26年5月20日（火）～平成26年6月30日（月）
　　対象者：長岡市民、長岡に関心のある方。
　　内容：対象者に対して媒体を通じ作品の応募を告知します。長岡JCのホームページに募集要項を掲示し、広く募集をします。
　　　　　　　　告知資料：
（PR方法　ポスター　募集要項　作品応募エントリー用紙　募集CMストーリーボード ）

　【事前説明会】
　　日　　　時：平成26年5月27日　18:00～19:00
　　　　　　　　平成26年6月08日　14:00～15:00
　　場　　　所：まちなかキャンパス301
　　対　象　者：参加を検討する方、参加を検討している方
　　内　　　容：説明会ではPPTを使用し、 羽賀友信氏からのVTRを利用することで長岡人の気概をご説明いただき、応募者自らが当事者意識を持って作成に当れるように本例会の目的を伝えます。また応募に関する事項として、募集要項に関する説明、コンプライアンスに関する説明、映像制作方法についての説明を行い、より多くの方から応募を募れるよう説明会を開催します。
　　　　　　　　選定理由書（羽賀友信氏）　まちなかキャンパス301会場図

【募集要項と審査方法】
1 募集要項
　　　内　　　容：募集要項

　　② 審査方法
　　　[1次審査]
内　　　容：応募作品到着後、随時当委員会でコンプライアンス等の精査を行います。内容に問題があった場合、応募者へ連絡し修正、再応募の可否を確認いたします。

　　　[2次(最終)審査]
　　　内　　　容：応募された作品に対して公平な審査を行う為に、長岡における観光や芸術に関係する方に幅広く依頼し、質や完成度のみならず、テーマをしっかりと伝えられる作品を審査、選出していただきます。
※審査会にて優秀作品と判断された作品は、授賞式へノミネートされます。

審　査　日：平成26年7月5日（土）14:00～　　　　　　　　 　審査員依頼文
      審査場所：市立劇場　小会議室 
審  査  員：長岡市長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 森  民夫　様
　　　　　　長岡市教育委員会　                        委員長 大橋岺生　様
映画監督　　                                     大林宣彦　様
株式会社エヌ・シィ・ティ　　　　　　  代表取締役 澤田正彦　様
長岡造形大学　　　　　　　　　　　　　　　 学 長 和田　裕　様
長岡ロケなび　　　　　　　　　　　　　　　 代 表 渡辺千雅　様
長岡観光コンベンション協会　　　　　　　　 会 長 二澤和夫　様
長岡まつり協議会　　　　　　　　　　　実行委員長 藤井  芳　様
長岡国際交流センター「地球広場」      センター長 羽賀友信  様
株式会社新潟日報社長岡支社　　　　　　　　支社長 林　康生  様
一般社団法人長岡青年会議所　　　　　　　　理事長 佐田直人
審査方法  ：別紙審査用紙を使用して審査を行います。(募集要項内、審査基準参照)


【長岡の未来コンテスト2014】
　　18:15～19:00　　一般受付
    19:00～　　　　 開会
　　　　　　審査員入場
　　19:03～19:06　　OP映像
　　19:06～19:09　　理事長挨拶
　　19:09～19:12　　趣旨説明及び事業説明
　　19:12～19:15　　審査員紹介
　　19:15～20:05　　ノミネート作品上映及び紹介(50分)
　　20:05〜20:35　　特別賞、最優秀作品発表及び表彰 / 代表審査員講評
                    作品上映(10分) / 表彰(15分) / 講評(5分) ＝(合計30分)
    20:35～20:38　　委員長総括
　　20:38～20:43　　審査員、来場者退場、出口調査 ( 参考資料：出口調査表 ) 
　　
   【例会】
　20:45～20:47　　開会
　20:47〜20:50    国歌斉唱
　20:50～20:53　　JCソング斉唱
  20:53～20:56    JCI Creed唱和
　20:56～20:59　　JCI Mission並びにJCI Vision唱和
　20:59～21:02　　JC宣言文朗読並びに綱領唱和
　21:02～21:05    長岡JC宣言唱和
  21:05～21:07　　議事録作成人及び議事録署名人の指名
　21:07～21:10　　理事長挨拶
　21:10～21:30　　専務理事報告
　　21:33～21:36　　監事講評
    21:36〜21:38    若い我ら斉唱
　　21:38       　　閉会

   〇各ノミネート作品上映について（50分）
　　「映像15秒バージョン」（9作品・15分）
　　 100秒/1作品（司会15秒、自己紹介60秒、映像15秒、インターバル10秒）

　　「映像60秒バージョン」（9作品・22分）
　　 145秒/1作品（司会15秒、自己紹介60秒、映像60秒、インターバル10秒）

　　「ポスター部門」（9作品・13分）
     85秒/1作品（司会15秒、自己紹介60秒＋ポスター映写、インターバル10秒）
　　※応募部門の偏りによって、上映数を検討します。
　　※当日の放映前に30秒の作品をプレゼンする時間を設けていますので、ノミネートさ　　　れた方にはプレゼン内容をご用意いただきます。

【授賞作品表彰及び授賞作品の活用方法について】
　授賞作品表彰
1 最優秀賞　3名　（CM15秒、CM60秒、ポスター）
2 特別賞　　3名　（理事長賞、市長賞、大林監督賞）

授賞作品活用方法
1 審査会の結果優秀作品と判断された授賞式ノミネート作品は、震災10年事業に向けてPR素材とさせていただきます。
2 例会後、アオーレ長岡のホワイエやオーロラビジョンにて放映し、市民の皆様や長 
岡に来られた方から見ていただけるようにします。
3 長岡市内の広報誌にノミネート結果を公表します。
4 ノミネート作品をYOUTUBEに投稿し、できるだけ多くの方が閲覧できるようにしま
す。
⑤ 授賞式をエヌ・シィ・ティにて放映していただきます。

(2)当日までのスケジュール
5月20日　　　　応募開始
5月27日　　　　事前説明会（1回目）
6月08日　　　　事前説明会（2回目）
6月15日　　　　応募エントリー・来場希望 申込み締め切り
6月30日　　　　応募作品提出 締め切り
7月05日　　　　審査会
7月15日　　　　例会当日

8.　参考例からの引継事項
参考：2013年度 青少年育成委員会 7月担当例会「命の道しるべ」
・「市民活動団体補助金」と「アオーレ長岡オープニング記念市民交流助成金」を統合した助成金を申請し、交付を受けました。元々違う部署の助成金だった為、当初申請について審査する体制も整っておらず、窓口となった市民協働推進室の担当者との間で、書類の確認に時間が掛かりました。助成金の申請にあたっては、市の担当者と綿密に情報交換し、協力体制を整えていく事が重要です。
・300インチの大型ビジョンや音響機材など無料で使用できたことは非常に大きな効果を生み出しますが、機材を使いこなすには、事前の練習が必要です。
・短時間だけ聞きたい人は多くいたと考えられますので、立ち見スペースをもっと増やしてもよかったです。また、着席しやすくするため、座席を仕切るロープを何カ所か入れる場所を設ける工夫が必要でした。また、誘導員の配置が有効です。
・メンバーの誘導について、予め講演会会場の席の位置をメール等で告知しておくことで、よりスムーズな誘導ができたと考えます。
・通常利用者のテーブル位置を近づけ過ぎないようにして、お互いが迷惑にならないように検討する必要がありました。
　　　・一般参加者の目標を500名に設定していましたが、遠く及びませんでした。講演会に関心のある市民・団体に対して、もっと積極的に声掛けをする必要がありました。多くの人に参加してほしいという熱意が不足していました。
　　　・アンケートに関して設問が用紙の両面にわたり12問設定したのは多すぎました。アンケートの設問が進むごとに『不明』とカウントした人数が増えていくのは、途中で回答をやめた人が大半です。
・講演会中に喫煙や電話をするなどのメンバーが見られ、一般の参加者に不快な印象を与えることがありました。また、委員会メンバーの中にも、講演会中に笑顔で設営している人が見受けられました。
・委員会PRに時間が掛かり過ぎ、監事講評の時間が遅れてしまいました。

9．本年の工夫と期待される効果
・例会に於いて長岡市からの協力について、長岡市観光企画課と打ち合わせを行った結果、広報活動に於いてご協力をいただける見込みとなっています。
・シアターの備品や投影機器の使用については事前の使用確認を行い、使用を円滑に行います。
・メンバーの誘導については事前に周知し、スムーズな誘導に努めます。
・参加者が例会中の喫煙や携帯電話を使用することがないように、授賞式中のマナーを開会前に周知徹底いたします。
　　　・作品を制作したメンバーを含む応募者の作品制作段階に於いて、長岡の精神性を根底においていることをまずご理解していただき、作品に想いを込めて未来を描くことで当事者意識を醸成していただきます。
　　　・メディアや広報の媒体として使用された作品を視聴いただく事で、長岡をPRするとともに、視聴者から長岡に対する想いと関心を深めていただきます。
　　　・例会に参加することで、例会に至るまでの過程から、長岡JCの活動が市民への当事者意識を醸成することに繋がっていることを認識していただきます。また、JCメンバーが市民のど真ん中に立って行動することが必要であることを感じていただきます。

10.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項
◎公益目的事業の判断に関わる事項
(1)公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由
【番号】公益目的事業第19項
【内容】地域社会の健全な発展を目的とする事業
【理由】例会を通じて地域に関する知識を深め、社会の発展に努める。

11.　依頼事項
(1)対内対象者向け
1 ドレスコードは、クールビズです。
2 例会セレモニー終了後、授賞式の一般参加者誘導にご協力下さい。
③ メンバーの皆様に於いては一般応募者と同等の条件で作品応募をお願いします。

 (2)LOMスタッフ向け
① 審査会及び例会当日の授賞式審査員アテンドをお願いします。
② LOMスタッフとして、一般応募者と同等の条件で作品応募をお願いします。

12.　審議のポイント
[bookmark: _GoBack]① 通常例会の時間変更について

13.　予算総額
(1) 金230,000円
(2)(事業計画)収支予算書


【【審議対象資料一覧】

(1)審議対象資料
　①募集要項
　②選定理由書
　③審査用紙
　④審査方法について
　⑤収支予算書
　⑥授賞式参加希望応募用紙
　⑦事業参加同意書
　⑧作品応募エントリー用紙
　⑨案内文（審査員依頼文）
　⑩案内文（授賞者向け）
　⑪案内文（メンバー向け）
　⑫プレスリリース（例会・授賞式）
　⑬プレスリリース（事前説明会）
　⑭ストーリーボード（募集ＣＭ）
　⑮ストーリーボード（ＯＰ映像）
　⑯コンプライアンス同意書
　⑰ＣＭポスター

(2)参考資料
　①事業フロー
　②出口調査表
　③備品リスト
　④配布リスト（プレスリリース）
　⑤ポスター配布リスト（教育機関、養護施設、各種団体）
　⑥参加候補者リスト ( 教育機関、養護施設、各種団体 )
⑦小中学校児童数リスト
　⑧シナリオ（審査会）
　⑨シナリオ（事前説明会）
　⑩シナリオ（7月例会）
　⑪CMコンテスト参考例
　⑫PR方法
　⑬会場図（リリック）
　⑭会場図（まちキャン301）
　

上程スケジュール
第24回スタッフ会議　　　　　　 平成26年07月02日

今後の上程スケジュール
第13回理事会			平成26年07月09日

事業実施後の上程スケジュール
第15回委員会			平成26年08月05日
第25回(拡大)スタッフ会議	平成26年08月11日　ス報1
第15回理事会			平成26年08月20日
第16回委員会			平成26年09月02日
第27回（拡大）スタッフ会議     平成26年09月17日  ス報2
第17回理事会			平成26年09月24日

【前回までの流れ(意見と対応)】
（１）第14回スタッフ会議　　平成26年02月12日
Ｑ:CM作成はハードルが高いのではないでしょうか。
Ａ:手法にポスターを含めることで、映像が不得意な方でも対応できるようにします。また、
 趣旨を理解した作品であればプロアマ問わずに募集を受け付けます。
Ｑ:プロのクリエイターのみが対象とならないようにしてください。また団体に対してアプ
ローチを行うなどして、広く市民に対する巻き込み方を検討してください。
Ａ:応募推進リストに追記しました。
Ｑ:イメージ絵コンテのみを作ってもらって、こちらで形にするような議論は有りましたか。
Ａ:絵コンテを受け付ける議論は有りましたが、映像化する方との意思疎通を考慮すると、
意図とするところが伝わりづらいと考えますので作成者が作成する事を想定しています。
Ｑ:JCメンバーの関わり方についてお聞かせください。
Ａ:各委員会単位で作品制作を依頼します。メンバーが個人として応募いただいても結構です。委員会向けの事業セミナーを開催する事で、目的が達成できると考えます。
Ｑ:事前説明会以降に応募する方にはどの様に説明するのですか。
Ａ:個別にお電話やメール、必要であれば直接お会いして説明を致します。 
Ｑ:募集期間と製作期間を分けてはいかがですか。
Ａ:募集作品をエントリーすると同時に申込みとなる様にしてあります。
Ｑ:事前説明会で羽賀友信氏から長岡人の気概を学ぶとありますが、長岡まつり、復興関係
 に関してはどの様に説明を行いますか。
　　Ａ:共通項として長岡人の気概があると考えております。復興にも当然、多くの市民が何とかしようという気持ちがあったはずです。そのなんとかしようは無意識だったかもしれませんが、その想いは長岡に脈々と伝わっている精神性だという事を伝えていただきます。
Ｑ:審査員に羽賀友信氏は入らないのですか。また選定理由は何ですか。
Ａ:審査員に入っていただきました。また、講師選定理由を追記しました。
Ｑ:事前説明会に多く参加していただく方策はありますか。
Ａ:基本的に、事前説明会へ参加いただかなくても作品を制作できるようにしてあります。ただし、ポスターに事前説明会を記載するなど、工夫を重ねることで開催日の周知を徹底と募集推進に繋げます。
Ｑ:長岡JCホームページ告知では、新たなホームページを作成するのですか。
Ａ:既存のホームページに追加させていただきます。
Ｑ:国歌独唱の理由は何ですか。
Ａ:国歌独唱は削除しました。
Ｑ:広い世代性別の市民の方に募集するということですが、現状では関心が有ってもスキル
が無いと参加できないと思います。より多くの市民を巻き込む方法をお聞かせください。
Ａ:学校やコミュニティセンターに協力を仰ぎ、多くの市民や団体から作品を応募していただける様に、PR活動を行います。
Ｑ:授賞して終わりですか。その後の対応を聞かせてください。
Ａ:授賞後インタビューしていただけるように、各方面へプレスリリースをします。
Ｑ:長岡市との折衝内容を次回細かく説明してください。
Ａ:長岡市観光企画課と打ち合わせを行い、震災復興事業の一つとして予算に組み込んでいただけることを検討しています。また入賞した作品についても、長岡市のPR素材として使用していただけることを打診しております。
Ｑ:募集要項を精査してください。誤字など修正願います。
Ａ:募集要項を精査致しました。
Ｑ:ポスターの内容から募集要項が伝わりづらいです。
Ａ:ポスターを修正しました。
Ｑ:プレスリリース資料について審査員の記載などヘッドラインを再考してください。また募集に関する流れを参考資料にするなどして記載してください。事前説明の募集プレスリリースを作成してください。
Ｑ:映像を表現方法として選定した理由をお聞かせください。
Ａ:人間が受け取る情報の約8割は、視覚だからです。

（２）第15回スタッフ会議　　平成26年02月26日
【審査員について】
Ｑ：審査員の選定について、現状をお聞かせください。
Ａ:観光課経由で大林宜彦監督とコンタクトを行った結果、例会当日7月15日は日程を空けていただいております。またご本人からポスターや募集映像に参加できる事をお聞きしております。また、その他の方については打診しております。
Ｏ:事前説明会に登場できるようにしてください。
Ａ:事前説明会には映像にて参加いただきます。

【事前説明会について】
Ｑ：事前説明会当日、1時間に占める羽賀友信氏出演の時間と、構成割をお聞かせください。
Ａ:羽賀友信氏は映像で登場していただきます。後日ホームページで公開する都合上編集したもので10分程度の出演となります。また、当日のタイムスケジュールを追記添付致しました。
Ｏ:事業の趣旨説明が大切と考えます。内容説明の中に羽賀友信氏の出演のみではなく、募集の目的や、応募説明に関する内容を記載ください。
Ａ:ご指摘のように構成しております。
Ｑ:事前説明会の目標人数をお聞かせください。
Ａ:あくまでも補足的に設えておりますので目標人数は設定しておりません。募集要項及び
   ポスター、ホームページで十分理解頂けると考えております。 
Ｑ:事前説明会に参加できなかった方の対応についてお聞かせください。
Ａ:お電話やメールで個別に対応致します。
Ｑ:事前説明会当日は定員に達する様にしてください。
Ｏ:事前説明会は補足的に行いますので定員は設けません。
Ｑ:理事長は参加しますか。
Ａ:理事長のご都合が合わない場合は、副理事長の対応でお願いします。

【募集方法について】
Ｑ：募集方法について、いわゆる映像の専門家に偏らないようターゲットを募る仕掛けは有りますか。
Ａ:募集リストの中に各地域のコミュニティセンターや団体を追記しました。また、教育委員会を通じて各学校に総合学習の一環として参加を打診しております。
Ｏ:趣旨が伝わるPRを行い、応募したくなる仕掛けを構築してください。教育委員会と羽賀友信氏の関係に注意し連携してください。
Ａ:羽賀友信氏は教育委員としての立場でなく、国際的な視点での審査を期待しております。
Ｑ:他のコンテストについて事例はありますか。
Ａ:参考資料にCMコンテスト参考例を添付してあります。他のコンテストでは数十～数百の応募を確認しております。
Ｑ:造形大生やプロの映像家は参加しやすいと思いますが、それ以外の方はどの様な形で事業に参加できますか。
Ａ:手法を広くすることで、テーマに捕らわれずに自由な感性で参加を募集します。また、映像作成が苦手な方に対して委員会で映像作成のサポートを積極的に行うようにしております。
Ｑ:似たような作品が集まることが想定されますが如何ですか。
Ａ:テーマが一つでも手法により個性が異なると考えます。一つのテーマでもいろいろな表
現が有り、作り手の感性に任せたいと考えています。

【その他】
Ｑ:収支予算書の美光堂サインについて会社名の違いなど修正してください。
Ａ:修正致しました。
Ｏ:審査員依頼文ですが対外的な文章ですので、会場などの住所を記載するなどしてください。また表現をお願いではなくご依頼などにしてください。
Ａ:会場と住所は追記致しました。他の資料を確認してみましたが、ご依頼という表現は適当でないと判断し「お願い」という表現で配布を致します。
Ｏ：予算書の振込手数料が異なりますので修正をお願い致します。
Ａ：修正致しました。

（３）第16回スタッフ会議　　平成26年03月12日
Ｑ:事前説明会の日程は、どのようにして決めたのでしょうか。
Ａ:大石慶太郎専務理事と調整の上、決定致しました。
Ｑ:審査員案内文中にある(長岡JC)というところを削除してください。
Ａ:削除致しました。
Ｏ:委員会内でCM絵コンテなどを作成してどのような結果になるか事前に確認してみてください。
Ａ:応募いただく皆様に参考になる絵コンテのシミュレーションを事前に行ってまいります。

（４）第6回理事会　　　　　　平成26年3月19日
竹樋直也理事：
Ｑ：当日参加したメンバーは、例会から何を学ぶことができますか。
Ａ：各委員会からCMやポスターの作品を作成していただく事で、その過程に於いて長岡人がどのような気概を理解し、一人ひとりが長岡の発展に繋がっていることを再認識していただきます。また例会当日に一般応募者の作品と比較することで市民と目的を共有していることを感じていただきます。
Ｑ：期待される効果にその旨を記載してはいかがでしょうか。
Ａ：期待される効果に追記致しました。

渡辺道郎理事：
Ｑ：背景について、「まちの発展を考えたとき」とありますが、伝わりにくいですので文章の表現を一部修正ください。
Ａ：「まちの発展を考えるとき」に修正しました。
Ｑ：ポスター「コンテスト」の文字に誤りが有りますので修正ください。
Ａ：修正しました。

高橋渉理事：
Ｑ：CM募集についてコンプライアンスの対策は有りますか。
Ａ：審議対象資料の募集要項に記載してあります。

倉重一郎理事：
Ｑ：例会開催の目的は市民を巻き込むことですか、または応募作品を絞る事ですか。
Ａ：市民を巻き込むことが目的です。
Ｑ：ノミネートされない方に対するフォローは検討していますか。
Ａ：例会当日に会場の外にすべての作品を展示します。映像は会場の外にて繰り返し上映を行います。

高野雅之理事：
Ｑ：入賞作品に対して賞品賞金は有りますか。
Ａ：賞金は無いです。最優秀賞に賞状のみ授与します。
Ｑ：各委員会からの映像募集は、制作のハードルが高いのではないでしょうか。応募作品が多く集まる様な工夫は有りますか。
Ａ：個人の募集を募ると同時に団体をターゲットにしています。学校に於いてはクラス単位での募集を視野に入れており、総合学習の一環として取り入れてもらえるように説明をしてまいります。映像作成が難しいところはポスターでの参加も可能にしています。
Ｑ：引継事項に長岡市の交流助成金と記載がありますが、対象となっていますか。
Ａ：対象ではありません。
Ｑ：長岡市との連携は検討していますか。
Ａ：助成金はいただきません。本事業の骨子と総合的なPRで協力していただいております。

難波俊輔委員長理事：
Ｑ：応募方法に於いてA１用紙では高額な為、写真での応募は可能ですか。
Ａ：応募サイズをフリーサイズに致しました。写真での応募可能です。手法は問いません。平面という限られた中で最善の方法で応募していただきたいと考えております。

渡辺道郎理事：
Ｑ：エヌ・シィ・ティ放映について、予算は必要となりますか。
Ａ：必要ありません。

長谷川啓理事：
Ｑ：募集要項内の当事者意識に誤字が有ります。
Ａ：修正しました。
Ｑ：外部協力者打合せの進捗をお聞かせください。
Ａ：長岡市観光企画課との打合せでは審査員の方々への窓口となっていただいております。　現在、大林監督から来ていただくために工夫をしている最中であります。

長谷川章理事：
Ｑ：委員長の考えるど真ん中の定義をお聞かせください。
Ａ：まちを想い、まちに関心を持って参画すること。
Ｑ：事業後も引き続き参加者の当事者意識を向上させる工夫を検討してください。
Ａ：授賞した作品が長岡市の広告に使用されることから、例会終了後も継続して作品に触れる機会が有る事で、参加者の当事者意識を継続できると考えます。
Ｑ：募集映像の最後2秒用意されている、クレジットの意味をお聞かせください。
Ａ：映像の最後2秒に共通したクレジットを挿入することで、全ての作品が共通のコンセプトを持って作られていることを示します。

西山和里理事：
Ｑ：収支予算書、参考予算額の記載が有りません。また、ポスター配布リストは100枚ですが、備品として350枚用意する理由はなぜでしょうか。
Ａ：参考予算額を記載しました。配布リストに関しては、メンバーの事業所分を考慮しております。配布リストに追記しました。

近藤久嗣理事：
Ｑ：10年後の未来とあるが、10年にこだわらなくてよいのではないですか。
Ａ：いかにリアリティを持てるかというところにこだわりました。震災から10年が経ち、あまり変わらないであろうという5年先、あまりにも変わりすぎてしまった20年先というよりは10年先が妥当だと判断したからです。

（５）第7回理事会　　　　　　平成26年4月9日(水)
長谷川章理事：
Ｑ：ど真ん中の定義は対内外目的共に同じですか。
Ａ：自らが中心に立って、当事者意識を持って活動していくという意味で同じ定義です。
Ｑ：メンバー向けは良いと思いますが、対外対象者が参画という結果に至ることが出来ますか。参画としての意味は理解できますが、表現として「まちに関心を持って」としてはどうでしょうか。
Ａ：「まちに想いと関心を持って」に修正いたしました。
Ｑ：授賞作品が広告になることで当事者意識を継続できるとありますが、授賞した人のみが対象では少ないのではないですか。
Ａ：ノミネート作品も含めて長岡市の方に素材としてお渡しします。「授賞した作品」の表記を削除します。また、展示についてはアオーレ長岡ホワイエを中心に使用します。
Ｑ：クレジットの部分について導入することの意味・理由などをポスターなどに追記して下さい。
Ａ：ポスターにクレジットの表現を削除しわかりやすい表現に変更いたしました。

風間正信委員長理事：
Ｑ：対外対象者について市民と、長岡に関心のある方の違いを教えてください。
Ａ：関心のある方とは市民でなくても、趣旨を理解できる方です。

大宮丈範理事：
Ｑ：長岡市の助成金や予算について、どのようなものがありますか。
Ａ：観光企画課との折衝を行った結果、長岡市から事業に対する予算の補助は有りませんが、PRの面で協力していただく事になっています。期待と効果の箇所に「市からの助成金」についての記載が有りますので、決定している事項は削除します。
Ｏ：喫煙や電話の注意について、「見られないよう」の表現を誤解の無い様に変更されてはどうでしょうか。
Ａ：誤解のない表記に変更いたしました。
Ｑ：エヌ・シィ・ティ表記の統一をお願いします。
Ａ：カタカナの「エヌ・シィ・ティ」に統一しました。

高野雅之理事：
Ｑ：例会一般参加者をどの様に募るかについてですが、夜間の例会なので、小学生などの対応はどの様にしますか。
Ａ：未成年の参加者には保護者同伴の上、参加いただきます。

青木征一郎委員長理事：
Ｑ：募集開始が4月14日から6月30日迄ですが、事前説明会の開催を5月、6月に行うことは検討していますか。
Ａ：募集開始を5月1日からとし、ポスター配布後に事前説明会を行います。参加できない方は長岡JCホームページや個々にで対応します。
Ｑ：事前説明会にて趣旨目的説明するに当たって、JCメンバーの参加は必要ですか。
Ａ：メンバーにも趣旨をご理解していただく為に、事前説明会へ参加していただきたいとおもいます。

長谷川啓理事：
Ｑ：クレジットとしてマークが有るのであれば、それにイメージされる映像を作ることを促してはどうですか。
Ａ：クレジットのマークは統一感を出す為のものです。作品を制作していただくに当たり、共感を依頼するものではありません。
Ｑ：工夫と期待される効果にて、長岡の精神性を理解するとありますが、どの様に精神性を伝えるのですか。
Ａ：事前説明会にて羽賀友信氏のVTRから伝えさせていただきます。また、事前説明会に参加できない方に関しては、同VTRをホームページ上にて公開しますので、そちらから理解をしていただきます。
Ｑ：例会の開始時間が17時半とありますが、その経緯をお聞かせください。
Ａ：17時半から受付を開始し、18時から例会開始となります。18時半には例会を終了して19時から授賞式を行います。経緯としては時間を後ろに持ってくると会場の都合上対応できなくなってしましますので、前倒しでの開催とさせていただきました。

竹中進介理事：
Ｑ：例会ではなく事業でやってはどうでしょうか。開催時間の都合や、子供が参加されることを考慮して、日中開催を行うことは検討しましたか。
Ａ：長岡JCの例会として行うことで、メンバーの皆様から市民が応募した作品を見ていただき、共に未来を描いていくことを感じていただきます。また、メンバー自らが市民を巻き込んだ事業を行うことで、自らがど真ん中に立って活動していくことの意義を認識していただきます。また、年間を通して日程の決まっている例会にて開催する事により、多くのメンバーの参加を募ることができると考えます。

杉本良輔理事：
Ｑ：作品紹介60分が長いと思いますので、時間の短縮も兼ねて、上映作品数を少なくしてはどうですか。
Ａ：タイムスケジュールを精査し時間を短縮いたしました。 

Ｑ：YOUTUBEなどで配信して、当日作品を減らしてはどうですか。
Ａ：ノミネート作品のYOUTUBE公開はしますので、当日作品を減らすということは考えて
　　おりません。

高野雅之理事：
Ｑ：クレジットにおけるJCIの文字について、映像作成者がJCであるという誤解を与えることは有りませんか。
Ａ：クレジットの記載に、主催がJCで有る事を認識できるように変更しました。

山崎嘉平太委員長理事：
Ｑ：審査員について、現在事前のコンタクトなどは行っていますか。
Ａ：長岡市長、大林宜彦監督以外の方からは内諾をいただいております。

竹樋直也理事：
Ｑ：各委員会から作品の応募を依頼していますが、各委員会への依頼文や説明会の依頼文を作成してください。
Ａ：募集要項及び募集ポスターを持参し、各委員会別に説明をさせていただきます。また、
説明会周知はメンバー向け案内文に追記いたしました。

西山和里理事：
Ｏ：ポスターの配信が必要なのであれば、ポスターのみの審議を行ってはいかがですか。
佐田直人理事長：
Ａ：内容が決定していませんので、ポスターのみの審議を行うことはできません。

桑原望委員長理事：
Ｑ：定員450席中、約300人の一般の募集をどの様に行いますか。
Ａ： 27作品ノミネートに対して来場者数に差が出る事が想定できるので、一作品あたり平均12名が上限となります。また、審査会終了後にノミネート者にお聞きし来場者数を取りまとめます。実数が前後すると想定できますので、委員会で責任を持って設営にあたります。
    【追記】
　　 作品を応募しない方で、興味を持っていただいた方にも、例会参加エントリーを受け付けられるよう募集締め切りを設定し募集要項に追記いたしました。また、授賞式ノミネート作品からもれた応募者にもお声がけをし、各関係団体等にも足を運び参加者を増やします。

（６）第18回スタッフ会議　　平成26年04月16日
Ｑ：タイムスケジュールに変更は有りませんか。
Ａ：例会の目的を達成するためには現在のノミネート作品数が適正という考えから、タイムスケジュールは変更しませんでした。
Ｏ：例会開催時間が18:00と早いですが、メンバーがその時間からしっかりと集まることができる様に周知を行ってください。
Ｑ：募集開始時期が5月からとなりましたが、締切期日には変更が有りません。募集期間が短くなっても応募に影響は有りませんか。
Ａ：現時点においてメンバーや知人などおよそ50名程度の方から、応募したいとの意思を伺っております。その他一般応募者にも重ねて募っていきますので、応募者数に影響はないと考えます。
Ｑ：クレジットのマークはどの様なものになりますか。
Ａ：ポスターに記載されているカメラ画像を、そのまま加工し使用します。
Ｑ：18:30に例会終了となりますが、コンテスト開始の19:00迄のメンバー行動を聞かせてください。
Ａ：メンバーには一般客の誘導を行っていただきます。
Ｏ：各委員会を巻き込む為にも、まずは当委員会がしっかりと纏まる事を肝に銘じて行動することを心掛けてください。

（７）第8回理事会　　　　　　平成26年4月23日(水)
山崎嘉平太委員長理事：
Ｑ：対外目的に「例会通じて」とありますが、「例会を通じて」で宜しいでしょうか。
Ａ：「を」を追記いたしました。
Ｑ：「まちに想いを持って関心を持つ」とありますが、２つの目的が読み取れますが、そういった意味で宜しいでしょうか。
Ａ：それらの理由から、当事者意識の向上が目的です。
Ｏ：「まちに想いと関心を持ち」に変えられてはいかがですか。
Ａ：変更をしたほうが伝わりやすいのでご指摘の通り修正致しました。 

杉本良輔理事：
Ｑ：例年7月例会には次年度理事長挨拶が有りますが、タイムスケジュールに反映しないのですか。
大石慶太郎専務理事：
Ａ：6月の臨時総会にて対応する予定が有りますので、選挙管理委員と相談の上、検討して参ります。
杉本良輔理事：
Ｏ：タイムスケジュールも詰まっておりますのでスムーズな進行をお願いします。
Ａ：臨機応変に対応できるよう、余裕をもったタイムスケジュールへ変更いたしました。

青木征一郎委員長理事：
Ｑ：審査員に大林宜彦監督と有りますが、ご本人のスケジュールは大丈夫ですか。
Ａ：観光企画課と調整中です。
Ｏ：大林宜彦監督が審査員であることを、作品募集へ使用できる確約は取れていますか。
Ａ：新作映画の広報と兼ねて参加いただけるよう依頼をしております。
Ｏ：大林宜彦監督の名前を使用し、募集に繋がるようにしてください。
Ａ：今後の打ち合わせを通じて承諾いただけるよう努めます。

大宮丈範理事：
Ｑ：事前説明会中の「事前説明会は必要ない」の語句に違和感があります。可能であれば「お伺いします」などに変更されてはいかがですか。
Ａ：目的の表記を不必要と判断し削除いたしました。
Ｑ：ポスターの募集に関して、事務局へ持参くださいとありますが、応募者が印刷しお持ちいただくのでしょうか。
Ａ：雨などに作品が濡れない様に配慮をした上での方法です。直接持参でも郵送でも可能です。
Ｑ：応募作品は市の広報に使用しますとありますが、長岡JCから提供し、市が使用するということで宜しいでしょうか。
Ａ：長岡まつりや震災事業に関わる広報を目的に使用致します。

近藤久嗣理事：
Ｑ：募集に関して、授賞作品に賞品賞金は有りますか。
Ａ：CM枠を取ってありますので、TVCMにて放映されることや、長岡市の広報となることを応募のメリットとさせていただきます。
Ｑ：総合学習に呼びかけとありますが、学校などに話を詰めてありますか。
Ａ：具体的には有りません。理事会後に対応いたします。

西山和里理事：
Ｑ：例えば応募数など、前回理事会での意見が反映されていませんが、委員会として議論はされたのでしょうか。
Ａ：一人でも多くの方から見ていただきたいことから、応募数を減らすことは行いません。
Ｑ：300人の市民を一般応募するに当たって、参加いただく根拠は有りますか。
Ａ：授賞者や授賞団体を優先してお呼びしたいと考えておりますので、授賞者数が決定してから参加員数を検討致します。
Ｑ：300人を集める為に、委員会として行うことをお聞かせください。
Ａ：作品を応募しない方で、興味を持っていただいた方にも、例会参加エントリーを受け付けられるよう募集締め切りを設定し募集要項に追記いたしました。また、授賞式ノミネート作品からもれた応募者にお声がけをし、各関係団体等にも足を運び参加者を増やします。

長谷川章理事：
Ｑ：長岡JCメンバーの動きが見えてきません。実施内容に盛り込まれていません。地域のリーダーとして活動していくことが目的なのにも関わらず、動員の内容を計画書に盛り込むべきだと考えます。
Ａ：募集に際しては市民とメンバーの差の違いを考えておりません。
Ｑ：長岡を良くしたいという思いは変わらないことを学ぶ例会だと考えます。目的を達成するために地域のリーダーである長岡JCメンバーが何をすべきか記載してください。
Ａ：市民の方々とJCメンバーの立場は変わらないという考えです。同じことを共有し、共に当事者意識を考えていくという意味でご理解いただければと考えております。

大谷実理事：
Ｑ：クレジットのマークはポスター加工とありますが、詳細をお聞かせください。
Ａ：ポスターに使用しているカメラマークをコンテストロゴとして使用し、クレジットとします。JCIのマークと合わせて最後の2秒にて同時に表示されます。
Ｑ：ストーリーボードではJCIとありますが、LOM名の表記はできますか。
Ａ：LOM名の表記をさせていただきます。

井上賢太理事：
Ｑ：当日は応募者以外の方も訪れると思いますが、例会当日のこの時間だけ参加して目的が達成できますでしょうか。
Ａ：ノミネートされた作品をご覧いただき、制作者のプレゼンを聞くことで、作品を応募されない方も当事者意識の醸成につながると考えます。
Ｑ：例会の目的は何ですか。
Ａ：例会を通じて参加者がまちに対してより関心を持ち、長岡の未来を描く当事者意識を向上していただくことを目的としています。
Ｏ：応募されなった方も例会当日に来場できるようにご配慮ください。
Ａ：ポスター、募集要項に追記いたしました。

久保和喜理事：
Ｑ：ポスターに関して、内容が前回の理事会より多く変更されているが理由はなぜですか。
Ａ：不確定要素を削除し、決定次第ホームページにて公開する予定で修正いたしましたが、現在の確定事項を元に当初の記載事項を精査し、レイアウトを修正いたしました。

西山和里理事：
Ｑ：委員長の例会に対する想いをお聞かせください。
Ａ：作成していただくこと、そして見ていただくことで目的を達成したいと考えます。
Ｑ：その思いが事業計画に反映される様にしてください。
Ａ：より多くの皆様より参画、来場いただけるよう修正いたしました。
（審議動議）

竹中進介理事：
Ｏ：答弁と計画書内容がかみ合いません。もう一度委員会での協議をお願いします。
Ａ：委員会に持ち帰り事業計画書を精査いたしました。

（８）第19回スタッフ会議　　平成26年04月30日
Ｑ：事前説明会開催の理由としては、ポスター、ホームページの補足という考え方ですか。
Ａ：ご指摘の通り、事前説明会は補足として開催します。また、応募エントリーいただいた方には、出来る限りのお声掛けを行い事前説明会以外の対応も考えております。
Ｑ：前回理事会のQ&Aにて、大林宜彦監督の例会参加が決定となっていますが、理事会通過前なので記載を変更してください。
Ａ：記載を変更し、観光企画課と調整中との回答へ変更させていただきました。
Ｑ：募集期間が短いと思われますが、どの様に募集をかけますか。
Ａ：対外対象者に直接お声掛けを行うと共に、ポスター、ホームページを有効利用し多くの方に応募いただけるよう告知を行います。また、作品応募されない方も会場へ足を運んでいただけるようPRして参ります。委員会メンバー一丸となり、一日一日を大切に多くの応募、参加をいただけるよう努力致します。


（９）第9回理事会　　　　　　平成26年05月14日
青木征一郎委員長：
Ｑ：一般の方が参加されるわけですが、会場に横断幕のようなタイトルを表示するものは設置しますか。
Ａ：応募作品を上映していますので、そこに例会タイトルを表示しますし、リリックホール様も独自に看板を用意してくれるそうなので、それらで周知したいと思います。
Ｑ：ステージ上に何か設置することは考えていますか。
Ａ：スクリーンが非常に大きいため、ステージ上に何かを吊るしたりすることは困難であり、設置は考えていません。
Ｏ：記念に集合写真を撮る機会があればタイトルが入った方がいいと思いますので、そのような際にはスクリーンを使用すること等も考慮してください。
（審議動議）
井上賢太理事：
Ｏ：事業計画書も修正され、納得いく内容になっていると感じました。最後の委員長総括で参加者に想いが伝わるような設営をしていただければ素晴らしい例会になると思います。
Ａ：必ずや総括にてしっかりとまとめ、目的達成はもちろんのこと、皆様の心に響く例会に致します。
9

image1.jpeg
JCI®




